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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　傾斜する側面を有するように前記基板に凸状に形成された複数の台座と、
　それぞれがいずれかの前記台座の前記側面に設けられた複数の第１電極と、
　前記複数の台座の上方で前記複数の第１電極に積層する発光層を含むように設けられた
有機エレクトロルミネッセンス膜と、
　前記複数の台座の上方で前記有機エレクトロルミネッセンス膜の上に積層するように設
けられた第２電極と、
　を有し、
　前記発光層で発生した光は、第１反射面及び第２反射面の間で導波し、
　前記第２電極は、前記台座の上端部の上方に、前記光が通過する光透過部を有し、
　前記第２電極の前記有機エレクトロルミネッセンス膜と対向する面が、前記光透過部を
除いて、前記第２反射面であることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記第１電極の前記発光層と対向する面が前記第１反射面であることを特徴とする有機
エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項３】
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　請求項２に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記発光層は、複数色のいずれかの色の光をそれぞれ発する複数の発光層からなり、
　前記複数の発光層は、それぞれがいずれかの前記第１電極に積層されることを特徴とす
る有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　隣同士の前記台座の間で隣同士の前記第１電極の端部に載るように設けられた絶縁層を
さらに有することを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記絶縁層は、屈折率が、前記複数の発光層よりも高く、
　隣同士の前記発光層は、それぞれの端部が、間隔をあけて、前記絶縁層に接触するよう
に配置され、
　前記第２電極は、隣同士の前記発光層の間で前記絶縁層に接触することを特徴とする有
機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項６】
　請求項１に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記発光層は、１色の光を発するように、前記複数の第１電極に連続的に積層している
ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　カラーフィルタをさらに有することを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装
置。
【請求項８】
　請求項６に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　それぞれの前記台座の下に配置されたミラー層をさらに有し、
　前記複数の台座及び前記第１電極は、それぞれ、光透過性を有し、
　前記複数の台座は、カラーフィルタを構成するように複数色の着色層からなり、
　前記ミラー層の前記台座と対向する面が前記第１反射面であることを特徴とする有機エ
レクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項９】
　請求項８に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記ミラー層は、導電性を有し、いずれかの前記第１電極と電気的に接続することを特
徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１０】
　請求項６から９のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置に
おいて、
　隣同士の前記台座の間で隣同士の前記第１電極の端部に載るように設けられた絶縁層を
さらに有することを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記絶縁層は、屈折率が、前記発光層よりも高く、
　前記発光層は、前記絶縁層を覆うように設けられることを特徴とする有機エレクトロル
ミネッセンス表示装置。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置
において、
　前記複数の第１電極は、前記複数の台座の前記上端部を避けるように設けられているこ
とを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１３】
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　請求項１２に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記発光層は、前記複数の台座の前記上端部の上方の領域を避けるように設けられてい
ることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記第２電極は、前記複数の台座の前記上端部の上方の領域を避けるように設けられ、
　前記光透過部は、前記第２電極に形成された開口であることを特徴とする有機エレクト
ロルミネッセンス表示装置。
【請求項１５】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置
において、
　前記複数の第１電極は、前記複数の台座の前記上端部に載るように設けられていること
を特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記発光層は、前記複数の台座の前記上端部の上方で前記複数の第１電極に載るように
設けられていることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記第２電極は、前記複数の台座の前記上端部の上方で前記発光層に載るように設けら
れ、
　前記光透過部は、透明導電材料からなることを特徴とする有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記第２電極は、前記透明導電材料からなる透明層と、光を反射する材料からなる反射
層と、を含み、
　前記反射層は、前記複数の台座の前記上端部の上方の領域を避けて、前記複数の台座の
前記側面の上方で前記有機エレクトロルミネッセンス膜に積層されることを特徴とする有
機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記反射層が前記有機エレクトロルミネッセンス膜に接触し、
　前記透明層は、前記反射層を覆うように設けられることを特徴とする有機エレクトロル
ミネッセンス表示装置。
【請求項２０】
　請求項１から１９のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置
において、
　前記複数の台座の形状に対応して、前記第２電極は凸凹を有するように形成され、
　前記凹凸の凸部の高さに等しくなるように凹部に設けられた平坦化膜をさらに有するこ
とを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
　前記有機エレクトロルミネッセンス膜を封止するように、前記第２電極及び前記平坦化
膜の上方に設けられる封止膜をさらに有することを特徴とする有機エレクトロルミネッセ
ンス表示装置。
【請求項２２】
　請求項１から２１のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置
において、
　前記複数の台座は、それぞれ、錐台形状に形成されていることを特徴とする有機エレク
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トロルミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機エレクトロルミネッセンス表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、有機膜を陽極と陰極で挟み込んだ構造を有
している（特許文献１参照）。通常、複数の有機膜が積層されており、その一層は発光層
である。有機膜は、光透過性の封止膜によって覆われて水分から遮断されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２３４７４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　高画質の表示装置では、画素の微細化によって、隣同士の画素が接近するようになって
きた。そのため、いずれかの画素で発生した光が封止膜を導波してその隣の画素に入り込
むことがあり、これにより混色という問題が生じていた。これまで、光の約８０％が横方
向又は斜め方向に導波するので効率が悪くなっていた。
【０００５】
　本発明は、混色の防止及び効率の改善を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、基板と、傾斜する側面
を有するように前記基板に凸状に形成された複数の台座と、それぞれがいずれかの前記台
座の前記側面に設けられた複数の第１電極と、前記複数の台座の上方で前記複数の第１電
極に積層する発光層を含むように設けられた有機エレクトロルミネッセンス膜と、前記複
数の台座の上方で前記有機エレクトロルミネッセンス膜の上に積層するように設けられた
第２電極と、を有し、前記発光層で発生した光は、第１反射面及び第２反射面の間で導波
し、前記第２電極は、前記台座の上端部の上方に、前記光が通過する光透過部を有し、前
記第２電極の前記有機エレクトロルミネッセンス膜と対向する面が、前記光透過部を除い
て、前記第２反射面であることを特徴とする。本発明によれば、台座の上端部の上方に、
発光層で発生した光が出射するので、隣の画素に光が入りにくい。これにより、混色の防
止及び効率の改善が可能になる。
【０００７】
　（２）（１）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記第１
電極の前記発光層と対向する面が前記第１反射面であることを特徴としてもよい。
【０００８】
　（３）（２）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記発光
層は、複数色のいずれかの色の光をそれぞれ発する複数の発光層からなり、前記複数の発
光層は、それぞれがいずれかの前記第１電極に積層されることを特徴としてもよい。
【０００９】
　（４）（３）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、隣同士の
前記台座の間で隣同士の前記第１電極の端部に載るように設けられた絶縁層をさらに有す
ることを特徴としてもよい。
【００１０】
　（５）（４）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記絶縁
層は、屈折率が、前記複数の発光層よりも高く、隣同士の前記発光層は、それぞれの端部
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が、間隔をあけて、前記絶縁層に接触するように配置され、前記第２電極は、隣同士の前
記発光層の間で前記絶縁層に接触することを特徴としてもよい。
【００１１】
　（６）（１）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記発光
層は、１色の光を発するように、前記複数の第１電極に連続的に積層していることを特徴
としてもよい。
【００１２】
　（７）（６）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、カラーフ
ィルタをさらに有することを特徴としてもよい。
【００１３】
　（８）（６）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、それぞれ
の前記台座の下に配置されたミラー層をさらに有し、前記複数の台座及び前記第１電極は
、それぞれ、光透過性を有し、前記複数の台座は、カラーフィルタを構成するように複数
色の着色層からなり、前記ミラー層の前記台座と対向する面が前記第１反射面であること
を特徴としてもよい。
【００１４】
　（９）（８）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記ミラ
ー層は、導電性を有し、いずれかの前記第１電極と電気的に接続することを特徴としても
よい。
【００１５】
　（１０）（６）から（９）のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセンス
表示装置において、隣同士の前記台座の間で隣同士の前記第１電極の端部に載るように設
けられた絶縁層をさらに有することを特徴としてもよい。
【００１６】
　（１１）（１０）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
絶縁層は、屈折率が、前記発光層よりも高く、前記発光層は、前記絶縁層を覆うように設
けられることを特徴としてもよい。
【００１７】
　（１２）（１）から（１１）のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置において、前記複数の第１電極は、前記複数の台座の前記上端部を避けるよう
に設けられていることを特徴としてもよい。
【００１８】
　（１３）（１２）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
発光層は、前記複数の台座の前記上端部の上方の領域を避けるように設けられていること
を特徴としてもよい。
【００１９】
　（１４）（１３）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
第２電極は、前記複数の台座の前記上端部の上方の領域を避けるように設けられ、前記光
透過部は、前記第２電極に形成された開口であることを特徴としてもよい。
【００２０】
　（１５）（１）から（１１）のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置において、前記複数の第１電極は、前記複数の台座の前記上端部に載るように
設けられていることを特徴としてもよい。
【００２１】
　（１６）（１５）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
発光層は、前記複数の台座の前記上端部の上方で前記複数の第１電極に載るように設けら
れていることを特徴としてもよい。
【００２２】
　（１７）（１６）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
第２電極は、前記複数の台座の前記上端部の上方で前記発光層に載るように設けられ、前
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記光透過部は、透明導電材料からなることを特徴としてもよい。
【００２３】
　（１８）（１７）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
第２電極は、前記透明導電材料からなる透明層と、光を反射する材料からなる反射層と、
を含み、前記反射層は、前記複数の台座の前記上端部の上方の領域を避けて、前記複数の
台座の前記側面の上方で前記有機エレクトロルミネッセンス膜に積層されることを特徴と
してもよい。
【００２４】
　（１９）（１８）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
反射層が前記有機エレクトロルミネッセンス膜に接触し、前記透明層は、前記反射層を覆
うように設けられることを特徴としてもよい。
【００２５】
　（２０）（１）から（１９）のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置において、前記複数の台座の形状に対応して、前記第２電極は凸凹を有するよ
うに形成され、前記凹凸の凸部の高さに等しくなるように凹部に設けられた平坦化膜をさ
らに有することを特徴としてもよい。
【００２６】
　（２１）（２０）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記
有機エレクトロルミネッセンス膜を封止するように、前記第２電極及び前記平坦化膜の上
方に設けられる封止膜をさらに有することを特徴としてもよい。
【００２７】
　（２２）（１）から（２１）のいずれか１項に記載された有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置において、前記複数の台座は、それぞれ、錐台形状に形成されていることを特
徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の断面図
である。
【図２】第１基板及びその上の積層構造の一部を示す断面斜視図である。
【図３】図２に示す構造のIII－III線断面図である。
【図４】図２に示す構造のIV－IV線断面図である。
【図５】図５（Ａ）～（Ｃ）は、第１の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表
示装置の製造方法を説明するための図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部を
拡大した断面図である。
【図７】本発明の第３の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部を
拡大した断面図である。
【図８】本発明の第４の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部を
拡大した断面図である。
【図９】本発明の第５の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部を
拡大した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００３０】
［第１の実施形態］
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の断面
図である。有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、第１基板１０を有する。第１基板
１０には、画像を表示するための素子を駆動するための集積回路チップ１２が搭載されて
いる。第１基板１０には、外部との電気的接続のために、フレキシブル配線基板１４が接
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続されている。第１基板１０には、図示しない薄膜トランジスタ、配線及び絶縁層を含む
回路層１６が形成されている。回路層１６には、素子層１８が積層されている。素子層１
８の詳細は後述する。
【００３１】
　表示装置は、第２基板２０を有する。第２基板２０は、第１基板１０と間隔をあけて対
向するように配置されている。第１基板１０と第２基板２０の間には充填剤２２が設けら
れ、充填剤２２はシール材２４に囲まれて封止されている。
【００３２】
　図２は、第１基板及びその上の積層構造の一部を示す断面斜視図である。図３は、図２
に示す構造のIII－III線断面図である。図４は、図２に示す構造のIV－IV線断面図である
。
【００３３】
　素子層１８は、複数の台座２６を含む。第１基板１０には、複数の台座２６が凸状に形
成されている。台座２６は、アクリル樹脂などの樹脂からなる。台座２６は、光透過性を
有していても良いし、遮光性を有していても良い。台座２６は、円錐台又は角錐台などの
錐台形状に形成されている。台座２６は、傾斜する側面を有する。円錐台の台座２６は、
側面がテーパー形状になっている。台座２６の上端部は、平坦な上面を有するようになっ
ている。複数の台座２６が、複数列複数例をなすようにマトリクス状に配列されている。
【００３４】
　台座２６の側面には第１電極２８（陽極）が設けられている。第１電極２８は、台座２
６の上端部にも載る。第１電極２８は光を反射するようになっている。詳しくは、第１電
極２８を、銀やアルミニウムなどの金属から単一層で形成して、その表面（台座２６とは
反対側を向く面）で光を反射するようにしてもよい。あるいは、第１電極２８を複数層で
形成した場合には、最表層をインジウムスズ酸化物やインジウム亜鉛酸化物などの透明導
電材料で形成して、その下の銀やアルミニウムなどの金属からなる層の表面で光を反射す
るようにしてもよい。いずれであっても、第１電極２８は、台座２６とは反対側に、光を
反射する第１反射面３０を有する。
【００３５】
　第１電極２８は、回路層１６の図示しない配線を介して、図示しない薄膜トランジスタ
に接続される。第１電極２８は台座２６からはみ出すように設けられている。回路層１６
の最上層は、例えばＳｉＯ２からなるパッシベーション膜であり、その上に第１電極２８
の端部が載るようになっている。
【００３６】
　隣同士の台座２６の間で、隣同士の第１電極２８の端部に載るように、絶縁層３２が設
けられている。例えば、第１電極２８の、台座２６からはみ出した部分に絶縁層３２が載
るようになっている。絶縁層３２は、この例では、台座２６とは重ならない位置にある。
言い換えると、図２に示すように、絶縁層３２は、台座２６を避けるように回路層１６の
上に設けられている。絶縁層３２は、光透過性を有するのであれば、シリコンナイトライ
ドなどの屈折率の高い材料から形成する。
【００３７】
　台座２６の上方には、有機エレクトロルミネッセンス膜３４が設けられている。有機エ
レクトロルミネッセンス膜３４は、図示しないが複数層からなり、少なくとも発光層を含
み、さらに、電子輸送層、正孔輸送層、電子注入層及び正孔注入層のうち少なくとも一層
を含む。複数の有機エレクトロルミネッセンス膜３４が、それぞれの発光層が複数色のい
ずれかの色の光を発するように設けられる。したがって、複数の発光層で複数色の色の光
が発生する。
【００３８】
　発光層は、台座２６の上端部にも載るように設けられている。台座２６は、凸状に設け
られるので、その表面は底面よりも広い。そのため、有機エレクトロルミネッセンス膜３
４（発光層）を広く設けることができるので、発光効率が改善する。これにより、高輝度
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を得ることができ、あるいは電流密度を下げることで長寿命化を図ることができる。
【００３９】
　有機エレクトロルミネッセンス膜３４（発光層）は、第１電極２８に積層される。隣同
士の有機エレクトロルミネッセンス膜３４（発光層）は、それぞれの端部が、間隔をあけ
て、絶縁層３２に接触するように配置されている。発光層の屈折率は、絶縁層３２の屈折
率よりも低い。絶縁層３２の屈折率は、発光層の屈折率よりも高い。発光層と絶縁層３２
の屈折率が異なるので、発光層で発生した光は、発光層と絶縁層３２の界面で反射しやす
くなっている。したがって、絶縁層３２が光透過性を有していても、発光層で発生した光
は絶縁層３２を通過しにくい。
【００４０】
　複数の台座２６の上方には、有機エレクトロルミネッセンス膜３４（発光層）の上に、
第２電極３６（陰極）が積層している。第２電極３６は、銀やアルミニウムなどの金属か
らなり、光を反射するようになっている。詳しくは、第２電極３６は、有機エレクトロル
ミネッセンス膜３４（発光層）を向く側に、光を反射する第２反射面３８を有する。
【００４１】
　第１電極２８及び第２電極３６に電圧をかけることにより各々から正孔と電子を有機エ
レクトロルミネッセンス膜３４に注入する。注入された正孔と電子が発光層で結合して光
を発する。第１電極２８の端部と第２電極３６の間には、絶縁層３２が介在しているので
、両者間のショートが防止されている。
【００４２】
　有機エレクトロルミネッセンス膜３４（発光層）は、第１反射面３０及び第２反射面３
８に挟まれている。第１電極２８の発光層と対向する面が第１反射面３０である。第２電
極３６の、有機エレクトロルミネッセンス膜３４（発光層）と対向する面が、第２反射面
３８である。第１反射面３０及び第２反射面３８は光キャビティを構成する。発光層で発
生した光は、第１反射面３０及び第２反射面３８の間で導波し、特定の波長の光が増幅さ
れる。
【００４３】
　第２電極３６は、台座２６の上端部の上方の領域を避けるように設けられている。第２
電極３６は、台座２６の上端部の上方に、光が通過する光透過部４０を有する。光透過部
４０は、第２電極３６に形成された開口である。有機エレクトロルミネッセンス膜３４（
発光層）で発生した光は、第２電極３６の光透過部４０から出射する。光は、第１反射面
３０及び第２反射面３８の間で導波するので、全方位に均等に放射される。そのため、広
い視野角特性を得ることができる。また、光の出射領域が光透過部４０に限定されるので
、光の漏洩を防止することができる。
【００４４】
　本実施形態によれば、台座２６の上端部の上方に、発光層で発生した光が出射するので
、隣の画素に光が入りにくい。これにより、混色の防止及び効率の改善が可能になる。
【００４５】
　第２電極３６は、隣同士の発光層の間で絶縁層３２に接触する。第２電極３６は、複数
の台座２６の形状に対応して、凸凹を有するように形成されている。第２電極３６の凹凸
の凸部の高さに等しくなるように、凹部に平坦化膜４２が設けられている。平坦化膜４２
の上面は、第２電極３６の凸部の最も高い上端面（開口の周縁面）及び有機エレクトロル
ミネッセンス膜３４（発光層）の最も高い上面（台座２６の上端部の上方にある面）と面
一になっている。平坦化膜４２は、光透過性を有しているので、外光が入射するようにな
っている。平坦化膜４２に入射した光は、第２電極３６の凹凸で散乱するので、反射光に
よる視認性の低下を抑えることができる。
【００４６】
　第２電極３６及び平坦化膜４２の上方に、封止膜４４が設けられている。封止膜４４は
、有機エレクトロルミネッセンス膜３４を、水分から遮断するように封止している。封止
膜４４は、１層から形成してもよいし、複数層から形成してもよい。封止膜４４の下面は
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、第２電極３６の開口内にある有機エレクトロルミネッセンス膜３４（発光層）と接触し
ている。
【００４７】
　図５（Ａ）～（Ｃ）は、第１の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置
の製造方法を説明するための図である。
【００４８】
　図５（Ａ）に示すように、第１基板１０に回路層１６を形成し、回路層１６に複数の台
座２６を形成する。台座２６は樹脂から形成し、その形成方法はナノインプリントを適用
してもよい。続いて、台座２６に第１電極２８を形成する。第１電極２８は、台座２６を
覆うように形成した導電膜をエッチングなどによってパターニングすることで形成する。
第１電極２８の下端部を、台座２６からはみ出すように形成し、これに載るように絶縁層
３２を形成する。そして、蒸着又はスパッタリングによって有機エレクトロルミネッセン
ス膜３４を形成する。有機エレクトロルミネッセンス膜３４は、発光層を含むように、そ
して第１電極２８を覆うように形成する。図５（Ｂ）に示すように、第２電極３６を、台
座２６の上端部の上方に開口を有するように形成する。そして、図５（Ｃ）に示すように
、平坦化膜４２を形成する。その後、図４に示すように、封止膜４４を形成する。製造方
法の詳細は、上述した装置の説明から自明の内容を含む。
【００４９】
［第２の実施形態］
　図６は、本発明の第２の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部
を拡大した断面図である。本実施形態では、複数の第１電極２２８は、複数の台座２２６
の上端部を避けるように設けられている。有機エレクトロルミネッセンス膜２３４（発光
層）は、台座２２６の上端部の上方の領域を避けるように設けられている。これらが第１
の実施形態との相違点である。
【００５０】
　その他の詳細は第１の実施形態で説明した内容が該当する。例えば、第２電極２３６は
、台座２２６の上端部の上方の領域を避けるように設けられている。光透過部２４０は、
第２電極２３６に形成された開口である。
【００５１】
［第３の実施形態］
　図７は、本発明の第３の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部
を拡大した断面図である。本実施形態では、有機エレクトロルミネッセンス膜３３４は、
複数の第１電極３２８に連続的に積層し、発光層が１色（例えば白色）の光を発するよう
になっている。そして、フルカラーの画像表示を行うため、第２基板３２０には、カラー
フィルタ３４６が設けられている。カラーフィルタ３４６は、ブラックマトリクス３４８
と複数色の着色層３５０を含む。これらが、第１の実施形態との相違点である。その他の
詳細は第１の実施形態で説明した内容が該当する。
【００５２】
［第４の実施形態］
　図８は、本発明の第４の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部
を拡大した断面図である。
【００５３】
　本実施形態では、有機エレクトロルミネッセンス膜４３４（発光層）は、台座４２６の
上端部の上方で第１電極４２８に載り、複数の第１電極４２８に連続的に積層している。
発光層は、１色（例えば白色）の光を発するようになっている。
【００５４】
　第１電極４２８は、台座４２６の上端部にも載るように設けられている。第１電極４２
８は、インジウムスズ酸化物やインジウム亜鉛酸化物などの透明導電材料からなり、光透
過性を有している。したがって、発光層で発生した光は第１電極４２８を通過するように
なっている。
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【００５５】
　複数の台座４２６は、それぞれ、光透過性を有するが、特定の波長の光を通すようにな
っている。第１電極４２８を通過した光のうち、特定の色の光が台座４２６を通過する。
そして、異なる色（例えば、赤、青及び緑）の光を通す複数種類の台座４２６が設けられ
ている。つまり、複数の台座４２６は、カラーフィルタを構成するように複数色の着色層
からなる。
【００５６】
　それぞれの台座４２６の下にはミラー層４５２が配置されている。ミラー層４５２の、
台座４２６と対向する面が、第１反射面４３０である。発光層で発生した光が、ミラー層
４５２の第１反射面４３０で反射して、台座４２６を進行して、第２電極４３６の光透過
部４４０（開口）から出射する。ミラー層４５２は、導電性を有しており、いずれかの第
１電極４２８と電気的に接続している。
【００５７】
　隣同士の台座４２６の間で、隣同士の第１電極４２８の端部に載るように、絶縁層４３
２が設けられている。絶縁層４３２は、屈折率が、発光層よりも高い。発光層は、絶縁層
４３２を覆うように設けられている。その他の詳細は第１の実施形態で説明した内容が該
当する。
【００５８】
［第５の実施形態］
　図９は、本発明の第５の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の一部
を拡大した断面図である。
【００５９】
　本実施形態では、第２電極５３６は、光を反射する材料（例えば銀やアルミニウムなど
の金属）からなる反射層５５４を含む。反射層５５４は、複数の台座５２６の上端部の上
方の領域を避けて設けられている。反射層５５４が避けている領域は、第２電極５３６の
光透過部５４０である。反射層５５４は、複数の台座５２６の側面の上方で、有機エレク
トロルミネッセンス膜５３４に積層されている。反射層５５４は有機エレクトロルミネッ
センス膜５３４に接触している。
【００６０】
　第２電極５３６は、インジウムスズ酸化物やインジウム亜鉛酸化物などの透明導電材料
からなる透明層５５６を含む。透明層５５６は、反射層５５４を覆うように設けられてい
る。透明層５５６は、複数の台座５２６の上端部の上方で、有機エレクトロルミネッセン
ス膜５３４（発光層）に載るように設けられている。光透過部５４０は透明層５５６（透
明導電材料）からなる。
【００６１】
　本実施形態は、反射層５５４及び透明層５５６を含む第２電極５３６を第４の実施形態
に適用した例であるが、この特徴は、他のいずれの実施形態にも適用可能である。
【００６２】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００６３】
　１０…第１基板、１２…集積回路チップ、１４…フレキシブル配線基板、１６…回路層
、１８…素子層、２０…第２基板、２２…充填剤、２４…シール材、２６…台座、２８…
第１電極、３０…第１反射面、３２…絶縁層、３４…エレクトロルミネッセンス膜、３６
…第２電極、３８…第２反射面、４０…光透過部、４２…平坦化膜、４４…封止膜、２２
６…台座、２２８…第１電極、２３４…エレクトロルミネッセンス膜、２３６…第２電極
、２４０…光透過部、３２０…第２基板、３２８…第１電極、３３４…エレクトロルミネ
ッセンス膜、３４６…カラーフィルタ、３４８…ブラックマトリクス、３５０…着色層、
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４２６…台座、４２８…第１電極、４３０…第１反射面、４３２…絶縁層、４３４…エレ
クトロルミネッセンス膜、４３６…第２電極、４４０…光透過部、４５２…ミラー層、５
２６…台座、５３４…エレクトロルミネッセンス膜、５３６…第２電極、５４０…光透過
部、５５４…反射層、５５６…透明層。

【図１】 【図２】
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